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論文の内容の要旨
　この論文では，コンパクト対称空間の等長変換群の軌道の幾何学的一性質を調べる研究と，群作用の知識を利用
した積分幾何学の交叉積分公式に関する研究を行っている。
　対称対に対応して定まる灰空問のEuc1id空間への標準埋め込みは興味深い幾何学的性質をいろいろと持ってい
て，今までに多くの研究結果があった。その申でもR空問は平行な平均曲率ベクトルを持つという著しい一性質を
持っている。コンパクト対称空問のHerma㎜作用の軌道も同様に平行な平均曲率ベクトルを持つことをこの論文
では示している。この結果からHermam作用よりも一般的な超極作用の軌道についても同じことが成り立つ。
　積分幾何学に関しては，等質空間の部分多様体の交叉の体積に関するPoincar6の公式と部分多様体の交叉の第
二基本形式の不変式に関する交叉積分公式を扱っている。複素空間形の中の複素部分多様体についてSanta16と
Howardの定式化したPoincar6の公式が確立している。この論文ではこのPoincar6の公式を拡張する形で，概Hemite
等質空間αK内の概複素部分多様体に関するPoincar6の公式を定式化している。Santa16とHowardの定式化では
群作用が部分多様体の接空問に推移的に作用していることを利用していたが，この論文での定式化は線形イソト
ロピー群が接空聞の外積代数に既約に作用しでいることを使っている。現時点でこの定式化は概複素構造を持つ
等質空閻における最も一般的なPOinCar6の公式になっている。
　等質空間の部分多様体の交叉積分公式の具体的表示が得られていたのは，実空間形の部分対様体のWey1の
チューブ公式に現れる第二基本形式の不変式に関するもの（Chemfedere）と3次元Euc1id空問内の二つの曲面に
関する交叉積分公式だけだった。この論文では実空間形の中の超曲面の第二基本形式の二次の不変式に関する交
叉積分公式の具体的表示を完全に決定した。第二基本形式の二次の不変式はWey1のチューブ公式に現れるものと
Howardの導入したものがあり，これらの不変式に関する交叉積分公式の問の関係も明らかになった。その結果
Howardが定式化していた二次の不変式に関する交叉積分公式の係数も明らかになった。
審査の結果の要旨
Santa16とHowardによる複素空問形における複素部分多様体に関するPoinc班6の公式の証明では，複素空間形
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特有の性質が今までは使われていたが，この論文ではより適用範囲の広い一般的な論法で今までの複素空間形に
おけるPOinCar6の公式を含む形でPOinCar6の公式を定式化した点が評価できる。
　実空問形の部分多様体に関する二次の交叉積分公式については，具体的な形が示されている例が少ない現時点
で，実空聞形の中の超曲面の交叉積分公式の具体的な表現は評価できる。さらにこの表現を求める際の積分の計
算では，Lie群上の積分を繰り返し次元の低い等質空間上の積分に帰着させて具体的な積分を実行する部分も評価
できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一276一
